
【資料７】

施策体系

基本的方向1：生産者が農業を続けられる環境づくり

現行 見直し後

①農地保全に向けた農地所有者への情報提供 ①農地保全に向けた農地所有者への情報提供 継続 HP等を活用した新たな提供ツールを創出

②農地利用の最適化推進 ②農地利用の最適化推進 拡充 新チャレンジプロジェクト4（案）

③栽培技術の向上に向けた取組支援 ③栽培技術の向上に向けた取組支援 継続

④「（仮称）援農隊」による農地の保全・活用
④農地所有者以外（週末農業・農業ボランティア等）によ
る農地の保全・活用

見直し
整理

チャレンジプロジェクト１⇒見直し（整理）
新チャレンジプロジェクト３，４（案）の中から
担い手の可能性を見出す。

①市内事業者による豊中市産農産物の利活用 ①市内事業者による豊中市産農産物の利活用 継続
チャレンジプロジェクト２
農業者と事業者が情報交換できる機会を創
出

②農業経営者協議会研究部会等との連携の推進 ②農業経営者協議会研究部会等との連携の推進 継続

③農業施設等の導入支援 ③農業施設等の導入支援
見直し
拡充

高齢化や猛暑での作業等に対応した補助
対象の拡大

④農業共済の加入支援 ④農業共済の加入支援 継続

⑤転作作物に対する支援 ⑤転作作物に対する支援 継続

基本的方向２：多面的な機能を発揮した、農地の積極的な保全・活用

現行 見直し後

①高齢者社会福祉施設における農作業プログラムの推進
①高齢者社会福祉施設・市民団体等における農作業プロ
グラムの推進

継続

チャレンジプロジェクト３、チャレンジプロジェ
クト５⇒目標数値に達したため整理
事業は継続
新チャレンジプロジェクト4（案）に関連

②農地の有効活用・景観形成及び市民が自然とふれあう
機会の創出

②農地の有効活用・景観形成及び市民が自然とふれあう
機会等の多面的機能の維持・向上

継続

③多面的機能の維持・向上 ２－１②に統合
見直し
整理

④災害時の防災機能の向上 ③災害時の防災機能の向上 継続

①農地パトロール事業による農地保全の推進 ①農地パトロール事業による農地保全の推進 継続
ICTを活用する等効率的なパトロールの実
施

②生産緑地制度の活用 ②生産緑地制度の活用及び特定生産緑地の指定 継続

③特定生産緑地の指定 ２－２②に統合
見直し
整理

④都市農地の賃借円滑化 ③都市農地の賃借円滑化 拡充 新チャレンジプロジェクト4（案）
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【資料７】

基本的方向３：豊中の「農や食」を通じた、市民の豊かな暮らしの実現

現行 見直し後

①豊中農業・農地に関する市民への啓発 ①豊中農業・農地に関する市民への啓発 継続 HPや様々なイベントの機会を通じて啓発

②豊中市産農産物の購入機会の拡大 ②豊中市産農産物の購入機会の拡大 継続

チャレンジプロジェクト4⇒目標数値に達した
ため整理
事業は継続

③学校給食での豊中市産農産物の利用促進 ③学校給食での豊中市産農産物の利用促進 継続

④新鮮で安全な農産物の提供と地産地消の推進 ④新鮮で安全な農産物の提供と地産地消の推進 継続

⑤農業祭の開催 ⑤農業祭の開催 継続

⑥とよっぴー（堆肥）を活用した取組の推進 ⑥とよっぴー（堆肥）等を活用した取組の推進 継続
大阪エコ農産物の消費を推進することで、
環境負荷低減につなげる。

①市民農園の整備・運営支援 ①市民農園の整備・運営及び開設支援
見直し
拡充

新チャレンジプロジェクト2（案）

②市民団体等と連携したコミュニティ型市民農園の創出 新規 新チャレンジプロジェクト3（案）

②田植え・稲刈り体験の推進 ③田植え・稲刈り、さつまいも等の農業体験の推進
見直し
拡充

新チャレンジプロジェクト1（案）

③市民団体と連携した農地の保全・活用
市民団体と連携した農地の保全・活用は３－２②に移行
※チャレンジプロジェクト５（市民団体と農業者のマッチン
グ）に関しては、見直し整理し２－１①に統合

見直し
整理

チャレンジプロジェクト５⇒見直し（整理）
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